
平成 30 年度 1 月 SSH 活動記録 

平成 30 年度 SSH台湾サイエンス研修（2019.1.8～1.11） 

今回で４回目となる SSH 台湾研修。２年生理数科１２名の生徒たちは、訪問校でのサイエンス交流に向けて、１１

月からポスター作成や英語でのプレゼン練習に取り組んできまし

た。（今回のテーマ一覧は右図の通り。） 

●１日目―成功高級中学・・・1922 年に設立された伝統ある男子

校。生徒数 3000 人、教員数 240 人。バスが校門に到着するのを、

校長先生をはじめたくさんの生徒たちで待っていてくれ、大歓迎を

受けました！教室内に入ると、各テーブル球陽生 1 人 1 人に、成

功高中グッズの入ったギフトバッグ、名札、それに黒糖タピオカ・ミ

ルクティーが置かれ、成功高中の真心のこもったおもてなしに感激。生徒たちのコメントから、報告をしていきます。

（☆「」内は生徒のコメント） 

☆「成功高中生の発表は、英語がとてもなめらかで、聴衆に伝えようとする高い意識を持っている。そこをもっと

まねていきたいと思った。また、私たちの発表にしっかりと耳を傾けてくれたことが緊張感を生み出し、（スクリプト

を見ずに）話す方が、応えるのもやりやすくなると気づきました。」 

☆「私のペアになった男子生徒さんは、日本にとても興味があり、国際的な問題について話すクラブに所属して

いるそうです。家では息抜きに日本のドラマを見るらしく、好きな俳優は『半沢直樹』の堺雅人さん。日本へ留学

し、早稲田大学で法律を学びたいと話していました。」 

  

●２日目―午前中は、国立台湾科学教育館の見学です。ここでは、サイエンスを体験しながら学べる展示がた

くさん。3、4 階には生命科学、自然科学展、5、6 階には物質科学、数学、地球科学展があります。各フロアにボラ

ンティアガイドさんがいて、展示装置の扱い方やそのテーマ、しくみについて丁寧に説明してくださいました。空中

自転車に挑戦してみた生徒もいました。 

  

１．紙鉄砲の条件による音の変化（物理） 

２．知花城跡の植生（生物） 

３．ﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲの攻撃行動条件（生物） 

４．ソテツと泥染めの関係（化学） 

５．柑橘類の抗菌作用（化学） 

６．土壌と植物（地学） 



午後は台湾師範大学附属高級中学訪問です。校門にて国際交流担当のアレン先生に迎えられ、校舎に行く

と、教室の入り口で、球陽生の名前が書かれたカードを持った生徒たちが待っていました。球陽生たちはそれぞ

れ自分のグループの生徒たちとすぐに打ち解け、一緒にテーブルにつくと、歓迎レセプションの始まりです。球陽

生は、この日のために中国語で練習した、台湾人歌手クラウド・ルーの ”Nice to Have You” を披露しました。

研究発表交流については、互いに質問しあい、理解を深めようとする態度が見られ、有意義でした。台湾の高

校生の発表の分野には、「コンピュータ制御によるペインティング・マシーンの開発」等、IOT分野がある点が球陽

高校とは異なります。英語も流暢で、普段の話し言葉のようにメモを見ずに発表する台湾高校生の姿を見て、

球陽生も刺激を受け、説明のしかたを変えたりするなど、向上心を持って改善を図ろうと努力していました。発

表後、ペアになった生徒どうしで、校内を案内してもらいました。球陽生は学食や小さなお店で、台湾学生にお

菓子や飲み物を買ってもらい、校内を見てまわりました。広いキャンパスのメイン広場には、春節が近いため赤色

の装飾がされて印象的でした。両校の高校生たちは、リラックスした雰囲気で交流の時間を過ごしていました。 

☆「台湾の高校生は、質問がない時でも自分から研究の説明をしている所がすばらしいと思いました」「校舎が

大きく、バスケットボールやテニスのコートがたくさんあり、敷地がとても広いと感じた。」☆「学食でファストフードや

飲み物もごちそうになり、美味しかった」☆「沖縄を訪れたことのある生徒もいて、日本のことをよく知っていた」 

  

●３日目－午前中の研修場所である野柳地質公園は、一千万年に及ぶ地殻運動・海蝕・風蝕を受けて形成

された独特な形状の奇岩が並ぶ有名な風景特区です。世界遺産であってもおかしくない場所ですが、台

湾はユネスコに加盟していないため、いまだ指定を受けていないとのこと。有名なクイーンズ・ヘッドや、

キノコ岩、キャンドル岩などを、台湾師範大学の３人の大学院生とグループになって見学しました。英語で説

明を聞いたり、質問したりしながら、野柳の地質や自然について学びました。この日はお天気に恵まれ、青い澄

んだ空と深い蒼色をした海を背景に、壮大な自然の力を感じさせる岩々が美しく映えていました。お昼は、大学

院生達と昼食を取るなどして、交流を図りました。☆「海水で地面が削られたことで露わになったウニの化石

や、生物が生きていた痕跡も地面の所々に見られ、自然がこんなにも面白いものをつくりだすのだと感動した」 

午後、今年度から新たに交流活動を行う台湾師範大学では、化学部において、林博士の貴重な講義を聴く機

会を得ました。林博士が、「石油を使わずに、地球に優しい繊維をつくる方法」について、日本語でわかりやすい

スライドを準備してお話しされ、生徒からも多く質問が出て、活発な質疑応答となりました。研究内容も興味深か

ったのですが、参加生徒たちは、これからの世界に必要とされる視点を科学と結びつけて意識する良い機会に

なったと思います！また、研究の楽しさや粘り強く研究していく態度についても学ぶことができました。その後は、

1 人ずつ実験器具のセットが準備されている実験室にうつり、用意されていた白衣に着替え、博士課程の学生

チェンさんのサポートで、スライムを作る実験に参加しました。英語の口頭説明、資料を頼りに、不明な点はチェ

ンさんに質問するなどしてみな積極的に取り組んでいました。☆「博士のお話を聞いて、食品開発って面白そう

と思った。お酒のように製造段階でもっと改善できるものがあったりしたら…と思うととてもワクワクしました」 



 

   

●四日目―台北動物園では、「台湾動物区」にて、梅花鹿をはじめとする台湾に生息する生き物を、ガイドさん

の説明と英語のキャプションをもとに、理解を深めながら見学しました。広大な敷地に、８つの屋外展示、７つの屋

内展示があり、とても半日では見きれないほど！しかし、やっぱりみんなが一番盛り上がったのは、パンダとコア

ラのコーナーでしたね…特に普段じっとしているか、動きのスローなコアラが、木から木へ飛び移る姿を見た時

は驚きと興奮でみな歓声をあげていました！ 

今年四回目となる四日間の台湾研修を通して、各交流校の先生方や生徒の皆さんとの良好な関係が構築さ

れていると感じました。どの交流校でも、校長先生はじめ多くの生徒・職員が正門で出迎えてくれるなど、友情

に溢れた歓迎を受け、生徒たちは大変感激していました。毎年手厚いおもてなしを頂いている感謝の気持ちを

表そうと、今年は生徒たちが台湾の歌手の歌を中国語で練習し、交流校で披露しましたが、球陽生の感想とし

て「（緊張したが台湾の高校生が一緒に歌ってくれたり手拍子をしてくれたりして、とても嬉しかった」とのコメント

もあり、国際交流を実感できる一つの形となったことは嬉しく思います。以下は、今回参加した生徒たちの、研修

のまとめのコメントです。 

☆「科学教育館で科学に触れ（体験的学習の展示など）前よりも科学を「楽しむ」ことができるようになった」 

☆「台湾の人々のおもてなしの心にとても感動した。自分も海外の人々をいつでも歓迎できるようになりたいと

思った」 

☆「伝えることの難しさをこの研修を通して知り、言葉だけでなく、目線や手や、強弱をつけるなどいろいろな工

夫をして「伝わりやすく、わかりやすく」発表する意識を持つようになった。」 

☆「今まで自分の英語に自信がなく、話すのにとても抵抗感がありました。しかし、勇気を出して話していくうちに

話も盛り上がり、少しずつ自信が持てるようになりました。また、自然と言葉も出てくる感覚を覚えました」 

   

今回の反省を整理し、また来年度より良い研修に向けて準備していきますので、この研修に興味のある皆さ

んは、ぜひ今の自分の研究を頑張ってくださいね！ 

 


